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砕石部

ある日のこと。 『私の机の非常用のおやつ食べた

の専務ですか？』と質問された。 『？？？・・・』現

場を見るとプラスチックの袋ごとちょうどひとかじりした

ようなビスケットの残骸があった。 さらによく見ると、

米粒くらいの黒い粒が数個落ちている。 どうやら夜

中にネズミが来ていたようである。 その後同じ場所

にやって来ては、 紙をかじり、 ウンチをしたりと目に

余る乱交ぶりである。 放っておけぬ事態となり、ネ

コいらずを設置した。 毎日コンスタントに食べ続け、

3日目位で黒い粒に赤い粒が混じり始め、 一週

間位で姿を現さなくなった。 それにしてもネズミの

踏破能力はすごい。 未だにどうやって引き出しの

中に侵入できたのか謎である。

仙台の名掛丁街の一角にＪＴが設置した喫

煙所がある。 5年前にＪＴの副社長が 『たばこ

だけを作ってる時代は終わった。 たばこをくゆらせ

る時間と空間を作っていかなければいけない。』と

して、喫煙場所確保のため年１００億円規模

の投資をすると発表している。 禁煙や分煙が叫

ばれている中、 賛否両論あるのだろう。 ＪＴが

志向するその店(？)内には、入り口に受付嬢が

おり、身分証明を求められる。 中に入るとうら若

きコンパニオンが席に案内してくれる。 店内に程

よく暗い。まるでバーのカウンターに座った感じで、

まさに時間と空間の提供の場であった。

冬季休業中の砕砂プラントの

定期修理を実施しています。

磨耗や腐食した個所の交換修

理、 ローラーの交換、 ポンプ修

理、 コンベアベルトの交換等々、

業者さんにお願いする部分も含めて、2月10日

頃を目途に作業を進めています。 終了次第早

めの運転再開に向けて準備をしていきます。
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硬いことの代名詞として石が用いられる。よく使われるモース硬

度によるとダイヤモンドが一番硬いとされているが、 この硬さは『傷

つきにくさ』を表し、 ダイヤモンドもハンマーでたたけば割れる。 この

ように硬さと割れにくさは別の特性なのだ。割れにくさは靱性という

異なる指標がある。割れにくい石は『堅い』石である。『硬くて堅い

？』材料が強い材料なのだろうが。自然には中々見当たらない。

ブラジルなどで産出される『こんにゃく石(白雲母石英砂片岩)』と

いう石がある。 数百ミクロンの石英粒子とマイクロクラックが３次元的に絡み合

う微構造で、 なんと石が曲がる。この構造をヒントに名古屋工業大学で曲が

るセラミックスが誕生したそうだ。 齢をとってもコンニャク頭でいたいものだ。

～石のかたさ～
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小野裕美さん
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再開に向けて

岩手県産廃協会の新春講演会に参加しました。今回

は南部杜氏協会の南部杜氏資格選考会に女性で初め

て合格したという小野裕美さんの講演でした。 お酒をこよなく愛し、 半端では

できない酒造りを子育てをしながら続けてきている。 好きな仕事をしている方は

大変な仕事をしているにもかかわらずピカピカしていると感じました。

小野さん曰く、 お酒は高い安いの問題ではなく,  そのお料理に合うというこ

とが一番！なのだと。 もっと具体的に聞きたかったと思いました。小野さんの話

を聞いたその日は、ものすごく日本酒が飲みたい気持ちになりました。

ベルトが新調された
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コーラ早飲みリレー フクタ ＶＳ 福田運送

腕相撲 フクタ ＶＳ 福田運送
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これがコンニャク石


